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	１．はじめに
	本研究では，平成29年版の道路橋示方書同解説Ⅱ鋼橋・鋼部材編11.5節の規定（以降、H29道示の規定）あるいは昭和39年鋼道路橋示方書（以降，S39鋼道示）に準拠してモデル化したRC床版供試体およびその上面の一部を超緻密高強度繊維補強コンクリート1）（（J-THIFCOM）以後，本材料）で置き換え，あるいは増厚した補修供試体について，本材料で補修することによる曲げ耐力やRC床版の最終的な破壊形態である押抜きせん断耐力の向上効果に関する基礎資料を得ることを目的に静的載荷試験を実施したので，その結果に...
	２．試験概要
	３．試験結果
	図－2には，全供試体の載荷荷重と床版下面中央変位の関係を，表－1には試験結果一覧を示している．なお，いずれの供試体も最終破壊形態は押抜きせん断破壊であった．図中，破線の計算値は，供試体-1および供試体-2の材料物性値を用いて土木学会の補修・補強指針2) に示される松井式を用いて算定した押抜きせん断耐力の計算値であり，それぞれ521.1kN，355.0kNである．この計算値と試験結果を比較すると，試験結果の押抜きせん断耐力は，供試体-1が532.2kN（計算値の1.02倍），供試体-2が404.4k...
	本研究の範囲で明らかになった事項は以下の通りである．
	(1) RC床版の上面を本材料で補修した場合には，床版コンクリートとの合成効果により床版の剛性が向上し，設計荷重載荷時において鉄筋ひずみの低減効果を確認することができた．
	(2) 荷重と変位の関係より，古い設計基準で建設されたRC床版上面を本材料で補修することによりH29道示の規定を満たすRC床版相当の押抜きせん断耐荷性能を付与できる可能性を示した．

